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おわりに

　本調査研究は、放課後児童クラブで実施されている職場内での教育訓練（OJT）や職場を離れての研修の
機会（Off-JT）、自治体における放課後児童支援員等の資質及び専門性を高めるための研修状況について把
握を行い、社会調査の結果に基づいた専門性向上のために身につけるべき知識や技能、研修項目について、
階層別の指標を作成し、研修体系モデルの提起を試みた。放課後児童クラブ運営指針でも示されているよう
に、研修は受講して終わりではなく、知識や技能の定着、研修成果の職場への還元、放課後児童支援員等の
専門性向上に繋げていくことが重要であることから、学びの成果を確認したり、研修の振り返りができるシー
トについてもいくつかのパターンを作成しました。
　また、放課後児童クラブにおける研修体系は、それぞれの放課後児童クラブにおいて強化するべき知識や
技能も異なることから、各放課後児童クラブでカスタマイズし、それぞれの児童クラブで放課後児童支援員
等同士が対話しながら、研修体系モデルを作成できるような仕様の提起と有識者からの活用のための提言を
加えたものとしたことから、是非、研修に係わるさまざまな場面での基礎資料にして、ご活用頂けましたら
幸甚に存じます。
　本調査研究によって得られた研究成果については、社会福祉法人葛葉学園ホームページ（www.kuzuha.or.jp） 
にも掲載し、報告書の閲覧が可能となっています。また、今後、新たな分析等も試み、学会や研修等で研究
成果を公表していく予定です。

謝　辞

　本本法人は、1947（昭和 22）年に児童福祉事業を始め、昨年度設立 70 周年を迎えた。その節目の年に 
厚生労働省平成 29 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業の実施主体に選定頂いたところですが、その
知見を活かし今年度につきましても、児童健全育成事業の領域におきまして、平成 30 年度子ども・子育て
支援推進調査研究事業の実施主体に選定頂きましたことに心から感謝申し上げます。
　さて、今回の放課後児童支援員等の専門職の資質や専門性の向上に繋がる研修のあり方やそのための研修
体系モデルのあり方について提言を行ってきましたが、これは児童健全育成事業のみならず、多領域にも応
用していける事項を含む内容になったと考えております。是非、内容をご確認頂き、それぞれの放課後児童
クラブにおいて年間の研修計画や研修体系、人材育成計画の作成、職場内研修におけるの基礎資料にして頂
けましたら幸甚に存じます。
　また、本調査研究を実施するにあたり、アンケート調査並びにインタビュー調査の実施において、各自治
体の担当者様、放課後児童クラブの管理者様にも業務多忙な年度末に多大な調査協力を頂きましたこと、記
してお礼を申し上げます。
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